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ソーマ祭での複合型歌詠マントラ∫わ加に配される数の象徴性の工夫

一 数的符合(Sおppad)を手掛りとして
一

里見 英一郎

Ⅰ.はじめに

本稿はシュラウタ祭式の一種であるソーマ祭系統(SOma-ta血tra)の諸祭式の中で使われる

∫わ加と呼ばれる複合型歌詠マントラに∫わ椚αという名で込られた数について神的存在との

象徴的関連付けの工夫を概観する事を目的とする.取材したのは∫ね加を担当する祭官集

団であるサーマ･ヴェーダ系伝承学派の一つKauthuma派所属のブラーフマナ文献1である･

西洋に於いてビュタゴラスの名に代表されるような数に関する魔術的アナロジー(照応)

は,程度の差はあれ,多くの文化圏で行われていた思考形態である.それらは祭事や日常

生活の様々な要素の中に入り込んでいた.こうしたことが古代印度に於いても行われてい

たことは仏教を通じて古来より本邦にも伝わった｢三宝｣｢十善｣を始めとする法数から伺

われよう(特に金剛乗系から).信仰的要素から離れても,数は物の量だけでなく,思考型

式に不可欠な極めて身近なものであり,印度思想史上の用語の中にも幾つか登場する2･

祭式の中で用いられる数は祭式文献の中の儀軌(Vidhi)や祭式解釈(∬血av豆血)の記述として

例えば以下のように表現されているのが見られる.

TSII,2,1,1:一一一血励卸W=猫血画如励叩扉m坪り叩頑加画一-一
〃〝

インドラ･アグニに11枚のかはらけ焼き祭餅を献供すべし,子孫への願望ある者は3･

ABI,5,7-9:朗噸扉血肌M昭戒加頑虻椚血/〝dv町OrV∂α〝〟血助8jcα助力岬≠かd由d画王

か町α加α加肋γ∂e血γ如j∂わ伝e血v卸血少α肋vf叩血少α加椚∂叩Jわ磁〃わ厄ff∫Vα′即eVα

わおcα助力∫d∫血-∽e〃αクrα触血打∫/〟グαf血血ガγαeγα叩V繭α乃〟血占ゐα〟血相ぬ侃/

(7)Anu?tubh韻律二つを天界への顧望ある者は用いるべし･(8)実に二つのAnu!tubh

韻律は64音節.これら上への21世界の3つぶん.つまり各々の21によってこの

諸世界へ昇る.まさに天界に於いては64番目〔の音節〕によってしっかりと立つ･

(9)このように知りつつAn頑止血韻律の両〔マントラ〕を用いる肴彼は確立する4･

これだけからでも数は祭式の要素の可視的可聴的なものとして見て取れるであろう.

数が,物質が存在するのと同様以上の意味で,実在する実体であるかどうかは古今東西

多くの人々が考察し,現在の数学者の間でも決着が付いていない問題である･しかし乍ら

科学でそれが用いられるのと同様にさしあたりは働き5として眺めるならば,祭式に於ける

数に関する魔術的アナロジーは以下の思考法の一鱒として位置付けることができるだろう･

祭式という磁場を媒介にして可視的な事物を不可視的な実体や力と象徴等置し,

可視的な事物を祭式上で操作することによって,それと等置関係に置かれた神秘的な

実体をみずからのコントロールのもとに置くという呪術的方法6.

ヴェーダ文献を手掛りとした古代印度に於ける数の魔術的アナロジーの研究としては,
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西洋のものと比べると決して盛んであるとは言えないものの,古くはE.W HopkinsやS.

Schayerが行っている他,近年ではJ.GondaがVtda文献に於ける数3の問題を主題とした

著作を発表し,本邦では松涛誠達の論文らが知られている7.

ⅠⅠ.∫わかαの場面

ソーマ祭の式次第の様々な場面に於いて歌詠の形を採ったマントラがサーマ･ヴェーダ

系の祭官によって詠われる.例えば,硬斎の儀(dik亭apiye亭ti)に於いてプラスタートゥル祭官

単独によってT豆rk亭ya旋律(S豆man)と呼ばれる歌詠8が詠われるのに始まって,最後の締めく

くりとなる儀礼(udayaniye亭ti)からそれに続く犠牲獣の儀に於けるもの9や終了後に祭主が日

常生活に戻る為の儀礼(udavasamiye亭ti)で詠われるもの10に至る. 祭官が単独で詠うこうし

た形態の歌詠に関してはソーマ祭系統以外のシュラウタ祭式の中にもそれらを次第に組み

入れたものがある11.一方これから取上げるストートラ(StOtra)12と呼ばれるものはソーマ

祭に特有であり,詠称数(StOma)13と呼ばれる特定数だけ詠い継がれた歌詠単位の集りである.

式次第の中ではソーマの護摩供が行なわれる搾献日(sutyam
ahah)に斎場の先頭となる東

側の部分に位置する大祭陣(mah豆vedi)という大きな区画の中で祭官三人によって詠われる.

ストートラが詠われるのは先頭のもの14以外はこの大祭陣内でも西側に設けられたsadas

と呼ばれる祭官小屋の中に於いてである. 彼ら三人は所定の位置に座って,各自担当す

る部分(bhakti)ごとに詠い,ニダァナ部(nidhana-bhakti)と呼ばれる部分では唱和して詠う.

ストートラの数は個々のソーマ祭には最低でも12個あって各々の詠称の後にシヤストラ

(畠astra)と呼ばれる複合的なリグヴェーダのマントラの朗諦を伴う. これはsadas小屋内で

歌詠祭官の東方に並んでいる6人の曙gveda系祭官中の4人によって,1人に一つずつ交代

で朗唱される･ストートラとシヤストラは一対をなしているので,シヤストラ(如tra)という

用語がこの場面以外の冬gvedaの朗涌に対して付されることはない.この一対を核として前

後あるいはその間の期間に於いてアーハヴアニーヤ祭火に中心献供となる神盃(graha)に入

ったソーマの搾汁がアドヴァリュ祭官らによって護摩供に供される.

ⅠⅠⅠ.神話的世界生成とみ0如β祭に備わる諸∫わ如達の導入

ストートラは旋律付き詩節が定められた数だけ連なってできている.その数即ち歌詞の

数stoma(詠称数)がそのストートラの構造を決定する基本的条件となる15.それらを個々

のストートラが使われる式次第の進行順に並べると以下の様な構成が出来上がる.以下は

標準アグニシュトーマ方式のみ0如∂祭の場合である.太字で記した三つの数字はパヴァ

マーナ･ストートラと呼ばれるものであることを示す16.

朝の搾献の儀 昼の搾献の儀 第三の搾献の儀

(pr豆tahsavana) (m豆dhyandinasavana)(trtiyasavana)

9,15,15,15,15/15,17,17,17,17/17,21

この祭式ではストートラ(StOtra)の総数は12個である.PvBにはこれを起源として世界が開

展される様子が神話的に語られる.まずはみOJ擁Ⅷ∂祭の名称の起源渾として暗黒の状態

に光明が現れる場面である.
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PvBXVLl.1:Pr(拘,atir一､aidumeka丘vinnahar丘vinnuratrirasi(･VOIvminnandhc

ね椚α∫fクrαゞα甲dJ∫ααわc加∫αeね椚α坤γ呼α如ねぬわⅥガぬ∫刑α∫サd〟CC加d-叩卸

v∂eざd∂かゅdお叩dvαf吋加ffrαムカαVdJねf加桓0カり桓押α椚〃〝

実にプラヂャーパティが此処に一つ在った.昼は無かった･夜はなかった･この冥

暗な闇の中で彼は這い進んだ.彼は欲した.彼はこの〔祭式〕に近付いた･すると

実に彼へそれは輝き放った.実にこの曙光が〔プラヂャーパティにより〕取得され

た.それが実に光則yotis)となったこと,それがみOtj∠如ma祭〕の｢光明｣Oyotis)17

の理由である.

p,Bの別の箇所では アグニシュトーマという名称が由れる.プラヂャーパティは以下のよ

うにこのアグニシュトーマ方式のみOJi卸m∂祭を用いて世界を形成して行った･

PvBVl､1.1:P,･qiqpa(irakamqvatahah･LbLtt･aq7PrE!i*,qVe(i･YaC(amagni?!omamqPa･0,a(tam

融dJ･d=ビ肌WI和ク叩府(叩函`J∴′J′‥

プラヂャーパティは望んだ｢私は多数なものとなろう,増殖しよう｣と･彼はこのア

グニシュトーマを観た.それを取得した.そうする事でこれら生類達を創造した･

さて,プラジャーパティ神は先ずアグニシュトーマに備わるストートラに拠って十ニケ

月からなる一年を作って柑から後,祭祀を造りたいと望んで身体の諸部分から様々なものを

造り出していく.その様子を語る記述19にはプラジャーパティ神がアグニシュトーマと呼

ばれる祭式を用いて自ら分かれて世界を造っていくモチーフが描かれる20･それを表にして

示すと以下のようになる21.左上から順に生み出されて行く･

pvB,VI,1,身体 詠称数 韻律22 神格 種姓 季節 その他

6-7 口 9 G豆yatri(24)Agni バラモン 春

8_9 胸･腕15 Tri!tubh(44)Indra クシャトリヤ夏

10 腹 17 Jagati(48)Vi畠vedev弛 ヴァイシュヤ雨期

11 足 21Anu?tubh(32)× シェードラ 確立

ここに示された諸存在は祭式解釈での等置表現にしばしば登場することとなるもの達であ

る.そして続く節PvBVI,2ではみOJ柳ガm祭の各々の詠称数に等置の対象が補足されてさ

らに新たな数達も追加される23.

9‥気息,15‥半月,17:一年,21‥太陽,27:地界,33‥神々

アグニシュトーマと呼ばれるカⅥ如a祭が世界の原形として描かれているわけだが,

み両軸m祭の式次第に配置された詠称数の進行はまさに頭から足へと即ち天から地へ

と降りてゆくことと創造の過程が重なっていると見る事ができるであろう･

ⅠⅤ ストートラの数配列一般に込められた枠組み的観念.

さて前述のようにアグニシュトーマのストートラの数は創造の際からの一年であって､

原形として機能してそこに各々の詠称数が配置されることになるのだが,そのストートラ

の個数に関して地上の繁殖と関連させて新たに意味付けがなされてもいる･

PvBVI,3,3:血血ね血封わか丘町α即¢わ椚Odl劫旭日戒頑高叩Ⅶ血閃か叩叩地肌叩グ血弼
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わ〟クr仰の′α〃ねね乃αク〃∫αサα々∫α∽J磁力αカ〃3〝

アグニシュトーマ方式〔ヰ0如∂祭〕は12個のストートラ達,一年は十ニケ月,

一年で家畜達は順に産まれる.それによって家畜に関わる繁盛がある.

一年はまた以下のように創造主プラジャーパティとも等置されることがある24.

PvBXVI,4,12:…め癌ゐ血∽ゐ∂力∫叩Vdねαrαカ∫叩Vα加rαネタr吻α嘩…〃2〝

…

一年は十ニケ月.プラヂャーパティは一年.･∴

ストートラの進行が一年と関わっていることは判ったが,詠称数自体は如何なるものと

されていたのだろうか･それを示すのが物り侶祭のストートラに関する祭式解釈の記述

である.物り切祭の詠称数構成は以下の様に定まっており25,それに対して言われる.

17,17,17,17,17/17,17,17,17,17/17,17,17,17,17,17,17

PvB XVIII,6,2-5:γか∂〃血クr即甲αかか助γα∫血′∂叩=わ′αカ′佗〝γ∂γα〃ねわ‡eわ超

克′胡l滋=かゐJ加J叶`血坤 j●l､亘わJ,り町師lか`∫P川/卸血桝卸′刷トJ･･.l､`J=`甲加血血

∫わか砂ね仰r`協vα椚甲乃OJり′αJ∫dⅣαカ∫呼ね血jα∫お〃αJわ′α薫cα椚ノ作〝

(2)プラヂャーパティは実に上方に〔広がって〕いる分,それだけ横方向に〔広がって

存在して〕いる.(3)これらの諸世界は上方に〔広がって〕いる分,それだけ横方向

に〔広がって存在して〕いる･(4)まことに物り切祭を祭祀する者はプラヂャー

パティに達する.(5)17個のストートラ達があることは,それによって上方を彼は

得る.一切が〔詠称数〕17であること,それによって横方向を得る.

人間の通常な身体感覚として,立ち上がった姿勢で天により近い頭部という器官を上方

(縦)とするにしても､ここで述べられる上方･横というのは単純に可視的世界の縦横で

はない･縦とされるものは前節に挙げた世界創造に於ける宇宙的身体26のモチーフと重なる.

それに拠ると時系列的に配置される∫わかαの個数の増加が縦への拡大となる.即ちここでは

17で象徴される一年を周期としてプラジャーパティが三界に拡がると解しうる.

一方で横への拡がりは個々の∫わ加にある詠称数の増加となる.果たして∫わ如の進展に

応じた詠称数の増加が上昇として理解された事を示す仇和暦ぬm祭第四型27の用例もある.

PvBXVIl14･2:`Lg,'adqgmm
r(血叫i7,胡l硝Y(("ni7.l,`叫､un(J(,u/一h,･`叩戒恒J

尖端から尖端へ彼らは登る.上昇的な諸詠称数が進行する,零れ落ちない為に.

従って詠称数はそれが属する個々のストートラが詠われる時点での三界への様々な広がり

として理解されるであろう28.

Ⅴ 個々の祭式の中に配される詠称数に込められた観念

ブラーフマナ文献の記述の中で数には創造の時点で関連づけられたもの以外にも様々な

宇宙的な諸力が照応していることが以下のような等置表現によって説明される.

tdbvaitrivrdbrahmavarcasam 詠称数9は実に鋭光,ブラフマン的威光(PvBXVII,6,3)

PraPOVaitrivrtprapa放物頑 詠称数9は実に気息.気息は太陽.(PvBXVI,13,2)

餌=旬間り如誠成血 15は雄々しさ,活九(PvBXIX,16,4)

ク叩甲αかvαf叩ね血血カ 17は実にプラヂャーパティ.(PvBXVIII,7,5)
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クr融け力∂v∂e血v如血力 21は実に確立･(PvBXVII,2,3)

(但し,括弧内の出典は数ある用例中の一例に過ぎない･)

他にもKautbuma派に於いては以下の数達29がソーマ祭の詠称数として使われる･

1,3,4,8,9,10,11,12,14,15,16,17,18,21,24,27,28,33,36,44,48

これらは組み合わされて以下の諸例のように解釈される.

∫鱒血甲血祭では二つの同じ詠称数が並ぶのをやっとこ(saIpd叩畠a)に見立てることによっ

て,呪祖相手を捕まえる作用が期待される･

詠称数構成30:9,9,12,12,15/15,21,21,24,24/27,27

S∇BIlI,10,4:叩dかα〟dvα〟∫わ椚α〟∫αゐdγα班∂加血r励招〃叩∫αm血鱒je〃融〟

力卸∂血ゐα如才椚eγα血椚eね〃放ねJfe/〃〝

二つずつ詠称数が並んでいるのは,実に恰も手に取れない物をやっとこによって捕ま

えて手に取り得るように,つまりこのように彼の者(呪諷の相手)をこれ〔なる祭式〕

によって彼は手に取る.

G｡祭という祭は祭名からして牛である.この祭式の詠称数構成を利用して果報となる牛

の姿が見立てられている.

詠称数構成31:15,9,9,9,9/17,17,17,17,17/21,21,2l,21,21

PvBXVI,2,6:クα血∫わ椚OV∂eざαeVα椚血血クα血力∫α椚動地ゐj如月∫血ゆ01砂αサβ

gか∂〝かく-･∂叫-∂研一て〃中和-∫`山/一肌両面=血坤叫ト･･β′′●

これ〔なる祭式〕は実に家畜〔形の〕詠称数を持つもの.実にこのようにある如く

に家畜は出来上がっている.頭部は大きめ.頚部は小さめ･両脇を以ってはより大

きい.両腰部を以っては最も大きい.

より抽象的となるが,奇数と偶数を共に配して番の表象を形作るものがある･以下に示す

仲卸ぬ戚坤血血妨祭の果報の一つには〔子孫の〕繁殖がある･

詠称数構成32:9,9,9,9,9/24,9,9,9,9/24,21

PvB XVI,14,6:〃あ力町e∫わ∽∂ルg椚α〃ぬj c加わj cα加椚助〟〃α椚α∫∽粛椚油以〃∂J

クr吻αね〟～〝

両種の詠称数〔即ち〕偶数のものらと奇数のものらとが〔用いられる〕･それはつが

いである.このつがいから繁殖する.

VI.ストートラの総体と韻律との類似性

さてこのように様々な観念が折り込まれる詠称数は一つ違っても意味が変わるので正確

に遵守される必要があった.数は三名のS豆maveda系歌詠祭官中のプラスタートゥル祭官が

数える.特に同じ旋律の上に二三個の詩節が入り組んで歌詞が繰り返される配詠法(Vi郎uti)

が使用されるストートラでは算木を前に並べて数を数える.しかしそれでも実際問題とし

ては歌詞を抜かしてしまったり詠い過ぎてしまったりする事態はどうしても発生してくる

ので,それへの対策としての修復法(Pr豆ya畠citti)が定められている･その第一段階として次に

詠われるストートラの詠称〔詩節〕数を調整することで数を合わせることが行なわれた･
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PvBIX,3,7-9:γαddn痛点封おVα〃Jりαdα封おね甲JⅥ∠∫α明,rαJi∫おVd乃J∫ねf助ね叩γαdα吟声〝α〃fi

ねJ朗切断ぬ椚ノ〃〝

〔定められた詠称数の〕手前迄詠うなら,それは詠われていないもの.丁度に詠うなら,

それが詠われたもの.詠い過ぎるなら,それは詠い余るもの.

γαみαn融∫ゆr頑Ⅶ助力か乃α∫叫朋∫紹Ⅶ助力かγ∂吟殉職r占力如伽α湧助か湧〟紺

もし手前迄に詠うようなら,詠わなかった分,その分だけ余計に詠うかあるいは音節数

でより多く詠うべし.

γαみα頻叩rγ∂vα助力かα頻りW∫血′α助力かv∂〃α∫叫頑血ゆ0触drゐ肋γ∂〟鋸/

もし詠いすぎるなら,詠いすぎる分,その分だけ詠わないかあるいは音節数でより少な

く詠うべし.

そしてこの後,最後のアグニシュトーマ･ストートラの詠称に際してニダァナ部(nidhana)

が工夫されることで33祭式修復が完了するのだが,このように詠称数の総計さえ合えば差し

支えないと看倣されていることは,詠称数が個々のストートラに所属するだけでなく,搾

献日のストートラ全体として一つのものとして意識されていたことを意味する.

このようなことは韻律に於いて音節構成が異なっていても総計が同じ数となるものが一

つの同じグループとして分類されていることと似ている.以下の例は詩型が異なっていて

も同じG豆yatri韻律の詩節である34.

喝雨間埴リW扉血叩.作画叩Ⅵ虎Ⅶ澗押噌加/

血)招rα叩r(油粕戯商都Ⅷ朋//RVI,1,l Tripad豆g豆yatri (8+8+8)

ぷα∫〟〃搾γO Vα∫房〃如ゆ∂椚∂〝e応γαJ挿〃ゐ乃/

SOmOyab suksutinam〝 RVIX,108,13 Yavamadhy豆g豆yatri(7+10+7)

卿e椚rJα椚α厄叩 α∫りα血∂ゐγ叩鱒ノα〃α椚/

b7etha barhirゐadbmN 冬VIV;9,1 V豆rahig豆yatri(6+9+9)

つまり多くの変種がある一般的な韻律の場合には,単に何某韻律という言葉からは音節

数の情報しか得られないわけであって,それに対して言及されることは,とりもなおさず

詩型ではなく,数そのものに対してなされていることになる.従って韻律に関しては個々

の行数やその音節数と共に総音節数として考慮されていることに留意する必要がある.こ

のことからソーマ祭の搾献日一日のストートラは韻律と相似するものであり,ストートラ

の数,個々の詠称数そして詠称数総計がそれらと対応することが理解できる.

VII･数的符合(S鋸ppad)を利用した解釈の工夫

ブラーフマナ文献の祭式解釈に時折見られる｢数的符合｣する(SarPPadyate)という表現が

ある･これはサーマ･ヴェーダ系のものでは唐突に出される韻律の名称と共に示される.

brhatiqzsam4yante Brhati韻律に数的符合する.(PvBXVI,12,7)

V叩叩∫〃御伽ね V鴫韻律に数的符合する.(PvBXVi,13,3)

g卸atriq7Sa仰a4yate Gayatri韻律に数的符合する.(PvBXIX,7,7)

これと類似な表現に以下のものがある.
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PvBXIX,3,9:dve saq2Stutan如Vir夢am atiricyete
--- 〟ク〝

称え詠われた〔詠称詩節達の〕中で2つがVir勾韻律を字余りする･

後者から詠称数の総和について,韻律の音節数との関わりを述べたことであると判る･

この記述の中で｢字余りする｣(atiricyate)として示されたものを除いて,その残りは符合し

ていることになる.数的符合する部分及び前者三例は字余りが0の場合と考えられる･

a.照応の手掛りとなる数的符合(Sa甲pad)

これらの表現の背後には数を合わせる事によって特定の数が属するあるものの性質を同

様な別のものにも読み込もうとする発想がある.言い換えれば数を介してあるものと目的

のものを対応させる事と言えよう.これはsa叩padと呼ばれている35･この語については

A.Minardが簡潔な解説を与えており,そこではマントラの音節数等といった諸々の祭式要

素に表れた数を解釈の中で合計することによって目的とする事柄に関わる数も祭式中にあ

ると見立てる畠atapathabr豆hmapaでの祭式解釈の例が言及される36･J･Gondaは3に関する前

述の研究の中でsarppadにも言及した際,この語に対して｢数的合同｣(numericalcongruenCe)

という訳語を与えている37.

ここで二つの数の倍数と余りの関係である数的符合の概念を簡単に扱う為に,整数論で

用いられている合同数(COngruentnumber)の概念と記号を導入したい･以下の引用によって

合同数の概念は昔からごく日常的に使われている感覚的なものと言ってよいものであり,

受け入れられている文化によって導入されたりなりなくなったりする類のものではないこ

とが理解できるだろう.数学史上では類体論の開拓者として名高く,日本国に於ける初

等整数論の標準的な教科書の著書である高木貞次(1$75-1960)は同書の中38で合同数につい

てつぎのように説明する.

整数a,bの差がmの倍数であるとき,aとbとはmを法(modulus)として互いに合同

であるといい,それを次のように記す.

a…b (mod.m). これはGausS39の記法である･

合同とはcongruentの訳語であって,それは幾何学でいう合同と同語である･

α…占 (mod.m)とは∽の倍数なる差を無視すれば,αもゐも同じであるというよう

に考えるのである.あたかも二つの合同な図形が,位置の差を無視すれば,全く合敦

するのと同様である.

合同ということは整数論において基本的である.しかし日常生活においても,普通

に応用されているともいえよう.朝は五時に起き,夜は十時に寝るのは24時間を椚Od

として生活を律するのである.暦は一年を椚Odとして季節を定める. また干支,七

曜などは10,12,7などを椚Odとする合同に基づく.

印度では一年に巡る季節の観念が数通りもあった他40,何年かで循環する時の概念もあっ

た4l.この記述にそれを当て飲めて言うとある時点に関して季節を別の季節の基準で測ると

いつ頃に相当するのかを考える場合には各々椚Odを切り替えて日数を測ることになる.

古代インドでは我々も日常で普段から身近に使用している十進法が用いられていた42が,そ

れは手指の範囲以上の数を数える時に10を仰dとする合同数の観念が使用されたことを
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意味する.ではその観念が用いられる数的符合の使用に拠ることの利便を観てみよう.

プラヂャーパティは一年と関わる17のみならず,34とも等置されることがある. こ

の34とは一体何であるのか.β殖a坪血相祭では祭儀布施に供される家畜達の数によって

この34が表される.それについて次のように祭式解釈がなされている.

PvB XVII,11,3:trqyaStrimiad eta da桓㊥a bha一･an(itrqvas(rEq25ad devata(おvata

ev申〃0少αjγαjcα血∫か卸jo血桓iり∂〃∂甲クr¢卸αf昆cαね`∫かゎ血ゐⅦ∠融∂叩pr¢申α血

eγ毎)〃8f以づ〝

これらの祭儀布施〔動物〕達は33頭となる.神格達は33柱.つまり神格達に彼

は達する.布施動物達の34番目は馬.諸神格の中で34番目はプラヂャーパティ.

つまりプラヂャーパティに彼は達する.

ここで34=17×2であることは明白であるから,両者に合同数の方式を当て俵めて書いて

みよう.先ずプラヂャーパティの数17を椚Odにとる.そしてα=34,占=17とすれば,

34≡17(mod.17) と書く事ができる.

これは34が17と数的符合をする17的な数であることを示している.~っまり34は質

的に17なのである.最初から17頭の祭儀布施として表すのではなく,各々の搾献の儀

ごとに祭儀布施を行なうという変則的な式次第によって神々の数33を形作るのはこの祭

式独自の工夫である43.以上のようなある数の中に別の数を観ようとする態度は,日常生

活に於いて行なわれる事物の数え方のような数量としてではなく,質として扱うことを意

味する.このような見方はその場限り特殊な解釈の技術ではなく,祭祀に於ける数に対す

る基本的な視点として,誰でも手の触れ得るところに表れている.

20という数の中にはその因数である5を見ようとする気持ちが祭官達の心性に働くこ

とがあったことを以下の記述が示している.

但α〟ぬ椚α平身Ca叫卿皿∂祭第一型

詠称数構成44:4,8,8,$,8/12,16,16,16,16/20,24

‥･総計:156

PvBXIX､5､7:J.a`JllinlL(`JZirhhLJr(ILIF,al油(LtⅢmL,頭/,=(L(J和机)ti7●

アールバァヴァ･パヴァマーナ･ストートラが詠称数20であることは,そうするこ

とでこれら(家畜)が五種45であることを得る.

これは[20≡5(mod.5)●･●20=5×4】が意識されていた証拠であると考えられる.

数的符合即ち合同数の基準を大きな数,例えば68に当て放めてみてみると,

68≡34≡17(mod.17)である.数量的には多くても,数の質として68は17より

も決して大きな数ではなく,17が潜んでいる数ということになる.従って天により近付

く為に無闇に大きな詠称数をストートラに配する必要は全くないことが判るだろう.

合同数を応用すると字余りの概念も同じように扱える.18は17より1大きく,17

で割ると1余る数である.35は17よりも18大きい数であるが17で割ると1余る.

これに合同数の式を当て朕めると18…35(mod.17)が成り立っ.従って,いくら大き

くてもこれらは17を基準とした世界の中では1でしかないことになる.
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b.韻律との照応

ある韻律に対して詠称数が数的符合するかまたは割り切れずに余りがあると考えるのは

詠称数を韻律に割り当てられた数である音節数との剰余関係に於いて考察することである

から,こうした判断はとりもなおさず,韻律の数を椚Odとして考えることである･以下幾

つかの例を挙げる.

<Brbati韻律> 音節数:8+8+12+8=36

最も多くの用例がある数的符合の例である.朗卸戚血祭(第一型)の幾つかある果報の内で

天界と家畜に対して以下のように述べられる･

ぶゆ血祭(第一型)

詠称数構成46:9,9,9,9,9/9,9,9,9,9/9,9

…

総計:108[108≡36(mod.36)●/108=36×3]

PvB XVI,12,6-9:M聯肋町画地朋〝 物価和明御伽畑中両頭血虻頑

.廿d′即′〃J√血椚亘l､`川･-用′官"研ぐl油川`J/(山川卸J】`ノJfl′7●′●
(6)天界への願望ある者が祭祀すべし.

(7)Brhati韻律に数的符合する･実にBrhati韻律によって神々は天上世界に赴いた

っまりそうすることにより天上世界に彼は達する.

クαj〟磁′"ログ釘eね〟紺pα血vovαfム血fテクα∫〟ざVeVαクrαガぬ血ガ〟紺

(8)家畜への願望有る者が祭祀すべし.

(9)B巾ati韻律は実に家畜達.つまり家畜達に於いて彼は確立する･

<Vir勾韻律> 音節数:､10+10+10+10=40

この韻律は通常は総音節数が40となるものである.一方,P血bi韻律ともいわれる5を

基調とした韻律と重なる部分があり,多くの変種がむしろその名で呼ばれる47･ここでは10

で割れない純粋なPa血bi韻律については考察から除外することとする･

食糧供給を目的とする∫鹿a∽祭(第二型)については以下の様に解釈されている･

詠称数構成4g:9,15,15,15,15/17,17,17,25,17/17,2l

‥･総計:200[200≡40(mod.40)●･●200=40×5】

PvBXVI,9,5:Vか夢α叩∫α明,αみdねb〃叩Vか粛α〃〃砂α椚e湧vα川〃胡e〃〝

Vir勾韻律に数的符合する･Virg韻律は実に食糧･つまり食糧供給を彼は確保する･

c.新たな詠称数の見立て

韻律に於いて音節数として共通する場合に脚数が異なる変種があり得るように,詠称数

の場合にもストートラの数に関わり無く,別の詠称数が存在していると見立てられること

がある.俺如那祭(第一型)は最も念入りに構想された詠称数構成をしている一つである･

詠称数構成49:9,9,12,12,15/17,21,19,24,24/27,27

総計:216[216≡36(mod.36)●･●216=36×6】

これをB匝ati韻律との数的符合に止めることなく,以下のように並べた姿を見立てている･

216=36+36+36+36+36+3(i

36はB匝ati韻律の音節数であり,B畑山i韻律を個々に家畜と等置させて家畜が6頭並んで

ー95-



いる姿に見立て,さらに新たに出来た数字6に一年の中の六季をも読み込んでいる.

PvB･ⅩIX,18,4-5:クd血磁椚0γ¢eねゐ祓d蕗坪∫α叩pαみαねクα血閃Ⅵガムr力8蕗クαj房〃e沌Ⅶ用〃戯e

′:●イ〟岬巨而句血中=血-Ⅶ〃ナナ叩♂r加､`一々､-`叩l･正一肌Ⅶ′･`ノ､l'.ヾ〟叩･`山の･叩り扉抑ひ加

クr動地頗わev砂51vα用〝広地〟紆

(4)家畜への願望ある者は祭祀すべし.Brhati韻律に数的符合する.B巾如i韻律は実に

家畜達.つまり家畜達を確保する.

(5)これらの詩節は6つのBrbati韻律.1年は六つの季節.1年後に家畜達は産まれて

くる52.っまり それら〔1年〕を得て彼は確保する.

d.余りの有効利用

先に挙げたGo祭では詠称数の組み合わせによって牛の姿が見立てられたが,尻尾がなか

ったので,詠称数総計241に関して数的符合の余りを利用して牛の尻尾が付けられる.

詠称数総計241=240+1,240…10(mod.10)

PvBXVI,2,8:e伝∫α叩封お励∂甲Vか夢α椚αかゆαねね∫椚∂Jクα血々クαjcゐ7αffr肋α椚〟紺

称え詠い終えられたなかで一つがVi鴫韻律に字余りする.其れ故に家畜には後方に余

り〔の部分〕がある.

この例の中でおそらく牛の胴体に相当すると推測されるVi均韻律に関しては韻律そのもの

としての等置の用例は確認できないが,観念としての連携を思わせる以下のような用例が

PvBに収録される53.

PvBIV9,3:伊riガ〝肋α〃α叩占ゐαVαffvf噌OV∂eぬdr卸d叩γαd卵〟rVげ句)′eVαクrα〟

J血書力α乃Jん冥ヲ〝

牝牛(go)というニダァナ部が用いられる.牝牛なるもの,これはⅤ鴫(光り輝くもの)

の表れ.つまりVir勾に於いて彼らは確立する.

∫成∬和祭第一型に関する以下の文章からは詠称数総計が二つの数の約数となっているこ

とに対して一見すると数的符合が見出されているかのようにみえるが,そうではなく,余

りの部分に改めて別の数を符合させる解釈である.

詠称数構成54:,,15,9,15,9/17,17,15,25,17/21,2l･‥ 総計:190

PvBXVI,8,8-9:trivrtaq7SStOmaq2Sa仰a4yate virqa叩Chandbh〟現〝

クr∂り0Ⅶfかル〟α〝〃α叩Vか∂り〃α血γαク畑中αrね加∂Jク∂r町αガ〃励〃α椚押クr亘‡∂Jクr和eざ〟

C(‡ル融〃句作Cαクrα出ね班αガ〝鋸′

(8)詠称数9に数的符合する.Vir勾韻律に〔数的符合する〕.

(9)詠称数9 は実に気息Vir勾韻律は食物.つまり気息は食物から離れては実に〔林

を〕保存させない.食物は気息から離れては〔鉢を保存させない〕.つまり諸々の気

息と食糧供給とに於いて彼は確立する.

総計190は190≡10(mod･10)であるから10で代表されるV鴫韻律とは符合するが,詠称

数9とは符合しない･しかし190=9×20+10であることを利用すれば,180…9(mod.9)

と10≡10(mod･10)つまり9と10という数が並んでいる姿,即ち気息と食物が並んでいる

姿が見立てられる.
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VIII.結語

以上をまとめると,次のように言えるだろう.

∫わかαには歌詞の数として盛り込まれた詠称数(StOma)が単に宇宙的原理と照応させる為

に吉数として置かれたのみでなく,その大小関係を利用して形象が描かれたり,全ぶわ加を

一体と捉える事によって恰も韻律のように再配分された･り,整数の性質に基づいた数的合

同の観念を活用したりする祭式解釈が重層的になされる事に基づいて数が配されているt

<略号および使用テキスト>

AB DasA血tmbtibmapa,ed･byTheodorAu廿echt,Bonn:AdoIphMarcus,1879

(repr.Hildesheim‥GeorgOlmsⅥrlag,1975)･

英訳:尺なVeゐβ血叩お.･乃ed血rりⅥα〝d且d〟頑或王βr肋叩お〆加点なVeゐ,

trans･byA･B･Keith,HaJVardOrientalSeries25,Cambridge,MA:HarvardUniversity

Press,1920(repr.Delhi:MotilalBanarsidass,1971)･

ArsK Az?榊:Az?画Of'〟加由wjtbtbeCbH2met7taLyOf'伽血吻critically

ed.withintroductionbyB･R･Sharma,VishveshvaranandIndologlCalSeries,68,

Hoshiarpur:VishveshvaranandVtdicResearchInstitute,1976･

8V Rgvedb-Sbp2丘晦with the commentaヮQfS吻血如句5voIs,Poona:Ⅶidika

Sarp孟odhanaMandala,1933-51･

E亭血S gダ〟御伽.･郎〃坤血冴〆血ゐd払G卸W油乃eCβ椚椚e血ワオ

ShrfShzibIl励,Criticallyed.byB.R.Sharma,PaniabUniversityIndologicalSeries,1,

=oshiarpur:VishveshvaranandVishvaBandhuInstituteofSanskritandIndologlCal

Studies,1974.

TS 乃J肋■jわ助々此度W地頭epα卸`砂αα〝dJんeco椚椚e〃ぬrfe∫〆βゐα′匝aβ旭ねm

Aガ身aandS極秘ed.byN.S･Sontakke,T･N･DharmadhikariandS･L･

Athlekar,k豆ndaI-IV;5voIs,Poona:Ⅵ1idikaSarp畠odhanaMapdala,1970-1990･

PvB Pα鹿沼吻血血血鱒a =物砂丘の助鱒a･耶祓血Co椚椚e血γ〆ぶ殉物

ed･byAnandacandraVed血tav豆gi畠a,BibliothecaIndica,62,2voIs,Calcutta:Ganesa&

Ramayana◆Press,1864-1874(repr･Delhi:ChaukhambaSanSkritPratishthan,1989)･

英訳:臨画由,β血鱒a.･乃eβ軸βOrJ耶βケβ作d甲ぬち什皿S･by

WCaland,BibliothecaIndica,255,Calcutta:TheAsiaticSociety,1931(repr･,1982)･

MS 肋itr4yaptSandzita,hrsg.vonL.vonSchroedeち4Bde･,Leipzig,1881-1886･

亭VB 声極由bthapm均軸abh毎阿姐丘血Hled･byH･F･Eelshingh,Leiden:Bri11,1908･

英訳‥声極由一βr戯鱒加ゎ血c如〃,Ⅳ卯∫加わ〝,故知C缶ノわ椚血Co〝冊e〝ねγ

andNb(es,byWB.Bol16e,Utrecht,1956･

(注記)
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1

る.
2

3

4

ア血吻フ血血肋鱒と卵♂吻虚血劫皿丘鱒を毎血如と呼ばれるスートラ文献を参照しつつ利用す

畠血ya(零;空)やadvaita(不二一元)等という用語がよい例である.

願望的供撰祭(k豆mye亭!i)に於ける護摩供の供物に関する記述.

ソーマ祭系統の諸祭式の初段にある硬斎の儀(dik?aqiye亭ti)の中で行われる護摩供に際して唱えられる勧

請句(purohuv豆ky豆)と献供句(y勾y豆)に使われるマントラの韻律に関して述べられている.

ものの量を表す数は基準となる単位系が入れ代われば入れ代わるので,特定の数がものの量と不可分な

存在でないことは明らかである.個数についても数え方の基準で変化するので例外ではない.
6

7

8

C£井狩【1989】,p.60.

CfHopkins[1894],Schqyer【1925],Gonda[1976b],松涛【1983].

C£CalandetHenry[1906-7],pp.15-16.尚,慣用的にg豆naという語は歌詞と共に暗唱された形態の歌詠

に対して使用し,使われる歌詠を呼ぶ場合には旋律(s豆man)という語を添えて示されることが多い.

指定により,旋律記憶用に暗唱されている歌詞とは別の詩節が歌詞となることもある.

以下この節の祭式記述はCalandetHenry[1906-7]の中の諸々の当該箇所に拠る.
9

10

11

Udvadbh豆rgava旋律と呼ばれる前者はC£CalandetHenry[1906L7],p.406.後者はCfibid.,P.407.

C£CalandetHenry[1906-7],p.412.

既婚男性が三つの祭火を持つ祭主としてシュラウタ祭式を挙行し得る者(孟hit豆gni)となる為の特別な

人生儀礼であるAg町血放り匂式に於けるものはC亡Krick【1982],Pp.55-56;294-295;410-414.
12

伝承学派によってはstutiともいう.例えば現代ではケーララ州のバラモンのNamp5tiri氏族に伝わる

Jaiminiya派に於いて.因にstotmやstutiという語はヒンドゥー諸教･信仰の中では御詠歌の一種を指す.
13

stoma-は語源的には√stu-:｢称える｣を語根とする語である.また文脈によっては祭式を意味するこ
とがある.例えば,サットラ型ソーマ祭では構成祭式のことでもある.尚,詠称数という訳語は筆者によ

る造語である.日本語の｢えいしょうする｣という単語に充てられる漢字は｢詠唱｣であるが,意味を採

って｢詠称｣漢字を使った合成動詞を造語してその語幹と｢数｣を組み合わせた.
14

15

最初のストートラであるぬ血如Ⅷ血β∫わ細だけは祭官小屋(sa血s)の中では詠われず,祭官達は一旦そ

の中から外へ出て大祭陣内の東北の豆st豆Vaと呼ばれる場所まで連なってしやがみながら進んで行く所作

(PraSarPaDa)によって移動した後,そこで詠われることになる.CflCalaJldetHenry[1906-7],pp.169-181.

s(Otraの構成要素には詠称数(stoma)以外に詠称詩節(stotriy豆)の意味･その本来の韻律･詩節の組み合わ
せ方(配詠法,vi?tuti)･拍子音(stobha)･旋律(S孟man)･ニダァナ(nidhana)等があるが,煩雑となるので説明

!草書Ij愛する･StOtraの詳しい解説はCf:vanderHoogd【1929].さらにnidhanaについてはC£Shama[1976].
16

17

これら三つのストートラはその内部の構成やその詠われる局面に行われる諸儀礼が変化に富んでおり,

その他のストートラ達とは明白に区別される.祭主と祭官達によるソーマの共飲が行なわれるのはこれら

のストートラと対応するシヤストラの間である.この期間は朝の搾献の儀では非常に多くの護摩供が行な

われる.昼の搾献の儀では祭官達へ祭儀布施(dak如孟)の贈呈がある他,祭式によっては様々な祭礼的儀礼が

行なわれる･そして第三の搾献の儀では大祖霊祭(mah豆pitTy画論)が行なわれる.C【CalandetHenry[1906-7].

この光明はV鴫韻律と関連づけられる.PvBVI,3,6:妨叩加坤0椚αサα加坤0椚α加∽砂∂血rvf呵α坪

∫叩血J叩∫α叩αゆαおγf涌¢vdfc如乃血s∂印加J埴〟6〝何故小伽∂祭はカⅥ毎匝という名であるのか
と人々は言う･称え詠われたものがV鴫韻律に数的符合する.実にV鴫韻律は諸韻律の中の光明.
18

CfPvBVI,1,2.先ず11個のストートラによって11ケ月を造って12番目のストートラで12ケ

月からなる一年と祭式はしっかりと結びついた.
19

20

21

22

23

24

25

C£PvBVI,1,6-11.

これは曙VX,90にあるPuru亭a-S5ktaの中に描かれた原初の祭祀や原人解体等と共通する点を持つ.

典拠が異なるので細部は若干異なっているが,類似した対応関係の図表が発表されている.

Cfl恥uchida[1979],pp.133-134,n.5-4.

G豆yatri韻律(Chandas):8+8+8=24;Tri?tubh韻律:1l+11+11+11=44;

Jagati韻律:12+12+12+12=48;Anu?tubh韻律:8+8+8+8=32

C【PvBVI,2,1-9.

Gonda[1976a]はプラヂャーパティと一年との関連に関するヴェーダ文献の用例研究である.

ArsKIV;13,4:SarVeSqPtadb5ab仇明PvBXVIII,6,1:SEPtadb5a
uktha?04aSiman sqptadb3i
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ゥクタァ部達は〔詠称数〕17.ショーダスイ(十六番)ストートラを持つもので,17番があるもの･

pvBXVIII,7,5:∫αr関々叫,ぬ血血助αγα′fク両軸αffr血叩ね血血々p痢α血印画〃OJf〝〝

一切が17となる.17は実にプラジャーパティ･つまりブラジャーパティに彼は達する･
尚,ストートラの数はそのまま搾献日一日(ekaha)についてのソーマ祭の様々な方式(agni$tOma,ukthya,

亭ゆ恥V軸匹ya,atir融m等々)と成っている･これらは例えば岬i酢Oma一組叫b豆という具合に呼ばれる･
26

尚､昼の搾献の儀で詠われる第二番目以降の4つの∫わ細達にはp吋ba(背骨)という名称が冠される0

27Iケ桝∫加a祭第四型の詠称数構成は9,9,15,17,21′24,44,48,27,33/32,32である･C£ホKIII,20,6･

二番目のストートラから順次に詠称数が増えている部分がある･これを含めて四種あるI伸助椚a祭は変

動しつつ詠称数が上昇して行く型をもつ.
28

但し必ずしも数が大きい程天界により近いというわけではないことが本稿VII,a後半で示される･
29

pvBXVI-XIX.但しこれは搾献日一日型(ekaha)Eこ関する記述である･尚PvB或いは亭VBのみから全

ての詠称数が判明するのはごく一部の祭式に限られるので,対応するん甚の記述を参照する必要がある･
30

ÅrsKV19,6:ゐeJr坤i∫わ加/如か∂血je/加卯月c肌ねje/血e血巾je/如cα血吻je/ゐeか卸γe〟紺

31pvBXVI,2,7.CLAr?KII,10,8:gO?[omastOmab〟鋤Varadharaja,sVPtiad･Ar$KII,10,8:Pahcada3ambahi$-

pαVα刑責〃α椚/かざげゆ勧融/叩ね血如椚∂戯グ〟〃肋叩∫αVα〝d椚/血γfゆ呼物′α∫αVα〃α椚/∫〃肋椚fJf助川8月〝
32

ÅrsKIII,13,2-3:細雨画山肋Ⅶ押W血射細物加脇机加細山飢町画明…血皿肌卿
33

足りなかった場合についてはPvBIX,3,10及びK叩dSI,7,37に,多く詠い過ぎてしまった場合は

PvBIX,3,11及びK?udSI,7,38に作法の詳細が記述されている･
34cfMurty[1988],Pp■50-55･尚,この他にも多くの変種があり･中には音節数が24でないのにもかか

ゎらずG5yatri韻律の仲間に分類されるP豆danicpg5yatri(7+7+7)等もある･24音節の例のみを掲げた･
35

古典期に於けるsa叩Padの様々な用例についてはW由1er[2000】で包括的に論じられている･但し,その

中で本稿の意味のものに関してはp.453,n.54に於いて軽く言及されるに留まる･
36

c£Minard[1949-1956],Ⅰ,pP･73-74,昏･20l-203･そこでは孟解LhabthapaII,3,3,20;VI,3,1,25;7,1,

27;28藩l,15;VII,1,2,16;3,1,47;ⅠⅩ,l,1,42;2,3,47;3,3,17;Ⅹ,2,3,7;15;4,1,8;ⅩⅠ,l,2,3-9;13等が挙げ
られている｡ 数的符合(sa叩ad)について扱った近年の研究には,肋呵α軸が収録する韻律の音

節や祭式要素の総計による同様な数的符合の用例に取材した以下のものがある･C£Dange[1986]･
37Gonda[1976b],P･50:Inthisconnexionthetextsusetermssuchas"commensurate,,(Sa叩mita),Hidentityof

sensuousappearanCe,,(sar5patva),and"numericalcongruenCeOfdi飴rententitiesbyvirtueofwhichthesecoinside''

智晋去木【1971】,｡.2｡.
39

carlFriedrichGauss(1777-1855).独逸のブラウンシュヴァイク生まれの数学者･数学をはじめ･天文学,

測地学,電磁気学等の分野で活躍した･1807年よりG8ttingen天文台長の職にあった･彼の業績はGauss

全集にみる事ができる.(この註記は筆者が付したものであり,『初等整数論講義』には書かれていない･)
40

岳atapathabr5hmapaXII,3,2,1には幾つかの周期の季節がまとまって挙げられている･

41pvBXVII,13,17にはC廓皿卸匂祭のもつ数4と対応させた四年周期の年の観念が述べられている･

42

43
C£林【19931,pp.1-43･

C£PvBXVII,11,2.
44

pvBXIX,5,3-8;V肌dar軸,scomm･ad･Ar!KV;5,1‥257･20:---anubTiihmapamstomakb,tib/catasrbhih

ぬ極印Ⅶ血飯川/α∫励力か砂融/血誠血…癌勒酬劇画り肌馴励頑/卿卸励両叩捌加/血叫k∂止血川頑

/助加叫止り画擁肋殖抽/---
45

20=4×5であるから,4本の足で立つ家畜が5あることになる.五種の家畜の例としてPvBII,4,2

に対するCalandの英訳p.23によれば,Atharvaveda岳xI,2,9,C-dに5種の家畜(牛,馬･人･山羊,羊)

が以下の如く列挙される.AV畠XI,2,9:血r〃α刑〃α押付加地α両脚 血血付加々pαj岬α血〃αmα∫Je/

加Ⅳg椚叩〟〃Cαクα血γ〃V伽α血∂ 痴VOαj房々ク〟川ざ∂q頑VりⅥ々〝

46ホKIIl,12,3:〟肋以か叶加〃〝〔∫句作血祭第一型･第二型〕両者は詠称数9･
47

C工Murty[1988],pp.65-68･
48

ÅrsKIII,8,2:呵′αかざv′ゼ助辞〝Vα椚融α刑/ク血α血j∂町砂融/叩ぬ血血椚∂戯叩乃血α々pdVα刑∂〃d力/

雨中"り耶坤加/ク戚cαVf叩血叩ム戒加叩∂cc力叩∫血力/叫血血血あ朝肌頑/血γ極点o如紳椚〟カ〟〝
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49

50

51

52

53

År亭&Ⅴ略(1),3:如かルr占∫わ加/血eゐ∂血je/ゐ叩α月cα血血叩ね血∫e/血ee血v卸血〃αⅦ血je/血e

印血作物血/dve如りα搾ノ〃〝

∫α叩Ⅶ出α用の宋音節の前にⅦが混入したものと解して∫α叩Ⅶ細川に読み替える.

砂を卸J湧と読む.

Cf:PvBXIX15､5:"-dva血血m融和samt･atSarabs叩VatSaratPPa血vo加prtliO･a17tetaneVaVmLnddhe〝

MSにはプラヂャーパティによる創造の過程でV喝から牝牛(go-)が作られて行くモチーフが語られ,

等置も行われる･MSIV2,3:25･11‥…卯〟rVα上融脚〟rVよ戒♂…言葉は実に牝牛.v喝は牝牛(go)….
54

År亭KIII,7,7‥油頑Ⅷ血如m血加澗卵触止血加叩少初動/叩ね血血椚∂叫)′叩血α々クαVα椚∂〝0血血j

Cdp相和刑/卯助成血叩靴血伽肌叩叩/クα鮎αV卸≠叩∂r∂加α鱒∂cc力叩∫f〃αカ/∫呼ね血血刑

∂ccカ∂v∂加平α肋vi叩血か∂厄vα々/e血v卸血如J卿椚α々//7//
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TTk:hTVemimofAnwgingSymbolicalNumtx:rSinb)Sbbwin鮎maSacrifices

-By址喝`画おaCl眠-
Sakxni,Eiidniro

As肋isacomplexofmeldicmanb7BOfS5Hdsumg叫in鵬SomaJypeOf如lItaritualtydvt:e

priestsofS5navedhLWIx)血tS知慮ictextsanditsriAJalisdc伍did肌

Th∋Smasacrificesbl00如gtoddstype血佗aSmanySk)htzsasitsび㈹SuPSd血Sty1e叩ires･For

example,in御伽Sqd血中旭Smrihds也耶are12威力訪皿鵬mainday(叫amdun),血

cuF$Ofjuiceexbd鮎mScmastancs(ittusb光nreCqgdzedasEdyxhatmhy)arepuredi血鮎坤

fireas皿Obladon,皿dinukhyaTSbTledSomarituals15虚血･

7Tmareseveralelements也如COnSdtutea威喝SuChasmekxhes(虚血皿l),Ⅶ$匝),etC･Among鮎m,

s伽aisatedmicaltermattadhedto也enumberofmeldicversesin0聡Sわね･IndlispaperIdealwidlbr5hmanic
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rrbe K加地uma血1hastwoextantpiecesofb軸Iiterahqe:也e肋廃物arKl

劾軸蝕勤α鱒aHoweveちinordertokrl脚也edetai1sof也e威戒喝血charesetin鵬ritualstakenin鵬

twobrhuups,也既tWO血sdorK*givesulBcientinfomadon,bu(bynBnhgto拗akindof
s融mliterahJre,WeCandbtainimfXXtaldinformadon,eSpeCially皿allof也e血お･

In血efirstsecti00eXanlplesofdescriptimsofmadcalardworconespdermin此brhnaphterattm

areglVen,fouowedbyadefiniti00Ofmagicalardwlike旭madebyPro愈ssorY批如･IndleSeCOndsdcn

鵬父eneinwhidnsk)htzsaresungisbrieflydelird.ThrDugh鵬descripdmof明地icalworldcreah

accompaniedtwanhTbducdonofskmain伽山地section･dlefouowingpassages加知鹿rihJalistic
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